
エゼキエル書１２章（７０人） 

 

１ そして主のことばが私に来て語る、 

 

２ 人の子よ、あなたは彼らの不正のまなかに住んでいる、彼らは見える目があって

も見ず、聞ける耳があっても聞かない：それはこれが反逆の家だからだ。 

 

３ それゆえあなたは人の子よ、荷物を用意し、彼らの目には昼、捕囚されて行くも

ののようにせよ；  

そして彼らの目の前であなたの場所から他の場所へと捕囚へと連れて行かれよ、

それにより彼らがこれは反逆の家だと見るためである。 

 

４ そしてあなたはあなたの荷物を運び、捕囚のための荷物を、彼らの目の前に昼間： 

そして彼らの目の前であなたは出ていく、あたかも捕囚されたものが出ていくよ

うに。 

 

５ 家の壁を自分のために開け、彼らの目の前でそこを通り抜けよ： 

 

６ あなたは人々の肩に上げられ、そしてひっそりと行く：  

あなたはあなたの顔を伏せ、そして地を見ない：  

それは私があなたをイスラエルの家へのしるしとするからである。 

 

７ そして私は私に命じた方に従い、すべてを行なった；  

そして私は昼、捕囚のための荷物を運び、そして夕方壁に私のために穴を開けた、 

そしてひっそりと出て行った、私は彼らの前で人々の肩に上げられた。 

 

８ そして主のことばが朝、私に来て語った。 

 

９ 人の子よ、イスラエルの家、反逆の家は、あなたに言わなかったか？ 

あなたは何をするのか、と。 

 

１０ 彼らに言え、このように主なる神はいわれると、イスラエルの君主と支配者、

彼らの真ん中に住む全てのイスラエルの家にも、 

 

１１ 言え、私はしるしを行なっている： 私がなしたように、彼も行なうようにな

る： 彼らは追放されるようになり、捕囚される。 



 

１２ 彼らの中にいる君主は、肩に担がれ、ひっそりと壁を抜けていき、そこから出

て行くように穴を掘るようになる：彼は顔を覆い、それは、彼はもう目で見ら

れないからである、そして彼自身は地を見ない。 

 

１３ そして私は私の網を彼の上に広げる、そして彼は私のわなに捕まる：  

そして私は彼をカルデヤの地バビロンに連れて行く、彼はそこで死ぬのだが、

しかし彼はそこを見ない。 

 

１４ そして私は彼を取り囲む助け人、彼を助ける人をみな、四方へ散らす；  

そして彼らを追って剣を抜く。 

 

１５ そして私が彼らを国々の間に散らすとき； そして私は国々に分散させるとき、

彼らは知る私が主であることを。 

 

１６ そして私は剣から、飢えから、疫病から逃れるものを彼らの中から少し残す； 

そして彼らは彼らが散らされた国々の中で彼らの全ての不正を宣言する；  

そして彼らは知る、私が主であることを。 

 

１７ そして主のことばが私に来ていう、 

 

１８ 人の子よ、あなたのパンを悲しみの中で食べよ、そしてあなたの水を悩みと災

いの中で飲め。 

 

１９ そしてあなたは土地の人々に語れ、イスラエルの土地のエルサレムの住民に対

してこのように主は言われる；  

彼らは彼らのパンを乏しさの中で食べる、そして彼らの水を荒らされた中で飲

む、それは、土地はそれが含む全てとともに荒廃するからだ：  

それはそこに住む全てのものが不敬虔だからである。 

 

２０ そして彼らの人の住む町々は、まったく消滅する、 

そして彼らの土地は荒らされ、そして彼らは私が主であることを、知る。 

 

２１ そして主のことばが私に来ていう、 

 

２２ 人の子よ、イスラエルの地のあなたのたとえは何か、あなたはいう、 



日は伸び、幻は消えると。 

 

２３ それゆえ彼らに言え、このように主は言われる：  

私はこのたとえを外す、そしてイスラエルの家はこのたとえを決して２度と全

く使わない： 

それは、あなたは彼らに言え、日は近く、全ての幻の導入も近い。 

 

２４ それはイスラエルの子らの間にもうこれ以上誤りの幻はなく、へつらう預言を

行うものもいないからだ。 

 

２５ それは私主が、私のことばを語り； 私はこれらを語り、成し遂げる、 

そしてそれはあなた方の日にこれ以上遅れることはないからだ、おお反逆の家

よ、私はことばを語り、それを成し遂げるものだ、と主は言われる。 

 

２６ さらに主のことばが私に来て語る。 

 

 

２７ 人の子よ、見よ、イスラエルの反逆の家は、大胆にいう、 

この男が見る幻は多くの日の後、預言は遠くはなれた日に関するものだと。 

 

２８ それゆえ、彼らに言え、このように主は言われる；  

これ以降、私の語るどのことばもとどまることはない、 

私は語り、行なうものだ、と主はいわれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


